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月桃のエッセンシャルオイルの抗炎症効果と約 3～6 培含有優良株を発見 
⾧寿成分カワイン化合物の高純度（80％）粉末製造法で量産検証済み 

大宜味村にて土地（1 万２千坪）確保、月桃栽培・精油製造及び国内外供給 
 

取 材 依 頼 
 

(同) 天然資源研究開発センター（沖縄県うるま市 共同代表 禹）は、月桃のエッセンシャル
オイル（EO）に免疫細胞における抗炎症効果を見出しました。更に産・官・学の連携により、
EO を約 3～6 倍含有する優良株を発見するとともに、⾧寿成分カワイン化合物の高純度
（80％）粉末製造法で量産検証を終えました。 

本研究成果を介して、人の健康に貢献する製品を作ることで地域の産業ニーズを満たすととも
に、これらの天然資源の付加価値を向上させることで地域の「経済への貢献」「教育への貢
献」「環境への貢献」を行い、持続可能な事業展開を目指しています。 

本研究は、「沖縄県産業振興基金事業」を活用し（株）沖縄 TLO が実施する、「令和３年度
産学官連携推進ネットワーク形成事業」の支援を受けて行いました。 

 

 

記 
 

■ 開催概要 
日時:令和 4 年 3 月 3１日 14:00～15:00 
会場:沖縄県庁５階 記者会見室 

 記者発表者:合同会社天然資源研究開発センター 禹 済泰（ウ ゼテ） 
    合同会社天然資源研究開発センター 山野亜紀 
       沖縄工業高等専門学校 藏屋英介 
       琉球大学 照屋俊明 
 ■ 発表内容 別紙資料をご参照ください。 
 

以上 
【お問い合わせ先】 

□ (同)天然資源研究開発センター 山野  098-934-8197  E-mail ayamano@youngliving.com 

ホームページ:https://ylordc.co.jp 

□ 沖縄工業高等専門学校 藏屋 TEL 0980-55-4043  E-mail:kuraya@okinawa-ct.ac.jp 

□ 琉球大学 照屋 TEL 098-895-8356  E-mail: t-teruya@edu.u-ryukyu.ac.jp 
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（資料） 

合同会社天然資源研究開発センター 
 

月桃のエッセンシャルオイルの抗炎症効果と約 3～6 倍含有優良株を発見 
⾧寿成分カワイン化合物の高純度粉末製造法で量産検証済み 

大宜味村にて土地（1 万２千坪）確保、月桃栽培・精油製造及び国内外供給 
 
【 要 約 】 
(同) 天然資源研究開発センター（職務執行者:中川 利光 / 共同代表 禹 済泰 山野亜紀）は、
月桃のエッセンシャルオイル（EO）に免疫細胞において抗炎症効果を有することを見出しまし
た。また、沖縄工業高等専門学校（藏屋英介）との共同研究で既存株と比べ、花に 6.3 倍、葉に
2.6 倍の EO を含有する優良株を見出しました。さらに、琉球大学（照屋俊明）との共同研究に
より、乾燥月桃の葉や花から⾧寿成分カワイン化合物の高純度（80％）粉末製造法で量産検証
を終えました。 
① 月桃 EO にマクロファージにおける炎症因子（NO 及び IL-6）産生を抑制する効果がある
ことを見出しました。 
② 既存株と比べ、花に 6.3 倍、葉に 2.6 倍の EO を含有する優良株を見出しました。 
③ 乾燥月桃から⾧寿成分カワイン化合物の高純度粉末製造法で量産検証を終えました。 
 
【 本 文 】 
■本成果の概要 
① 免疫細胞であるマクロファージにお
いて、月桃 EO は LPS によって誘導される
炎症因子（NO と IL-6）の産生を抑制しま
した。海馬における NO 及び IL-6 の産生
を抑制することは報告されているが、マ
クロファージでは初めての発見。この結
果はアレルギーや炎症性疾患の予防と改
善への応用が期待されます（2021 年 11 月
日本未病学会で発表）。 
② 月桃の EO 優良株探索を行い、既存株と比べて花から 6.3 倍、葉から 2.6 倍多く EO を蒸留
できるタイリン月桃株を発見しました。葉の EO 製造コストを 50％以上削減できるようになり
ます。 
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③ 月桃葉と花に含まれる⾧寿成分カワイン化合物（DK/DDK）が抗炎症や抗肥満、抗糖尿病、
美白効果を有することが報告されています。月桃花や葉から溶媒抽出及びアルカリ処理法によ
り⾧寿成分カワイン化合物（DK 及び DDK）を高純度粉末にする製造方法（琉球大学との共同研究
成果、特願 2021-24930, 2021/2/19 出願）で量産の検証を終えました。この成果は数粒のカプセル
やタブレットの摂取で健康効果を期待することを示します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ 今後の方針:大宜味村にて土地（1 万２千坪）を確保、月桃栽培・EO 製造及び国内外供給 
① 地域産業振興の一環として、令和 4 年度は南北大東島との連携でタイリン月桃から、さらに
令和 5 年からは、大宜味村で確保した土地（１万２千坪）のうちの畑 3,030 坪でシマ月桃を栽
培するとともに、蒸留施設、品質管理実験室、体験施設、宿泊施設を併設する予定です。生産
される EO は業務用や最終商品を国内外に提供します。 
② 上記の葉と花の
蒸留残渣からカワイ
ン 化 合 物
（DK/DDK） の高純
度粉末を製造し、⾧
寿サプリメント原料
として国内外の市場
に提供します。 
③ 将来的に追加が
必要になる月桃の原
料は、農家との連携
で確保する予定にし
ています。 
 
■ 背景 
健康で⾧生きする人が多い地域として、沖縄を含めて世界に 5 か所が知られています。沖縄の健
康⾧寿の3 つ要因として伝統的食事や畑仕事、社会活動が考えられます。戦後食事の欧米化によ
り現在の沖縄県民平均寿命は全国の平均を下回っているのが現状です。⾧寿県としての沖縄の
名誉を回復するために様々なアプロ―チで取り組んでいます。健康⾧寿の要因の一つである沖
縄伝統食素材には琉球薬草が含まれていることで、最近注目されていますが、月桃の葉はムー
チーやお茶としてだけではなく、葉のパウダーをソバと混ぜて利用することで健康⾧寿に貢献
したと考えられます。 
月桃 EO は、抗うつや抗不安、心臓保護効果、大動脈内皮細胞損傷と炎症の保護、脳卒中後の筋
弛緩および鎮痙作用などの多様な機能を有することが報告されています。また、主な⾧寿成分
であるカワイン化合物（DK/DDK）は、尿酸産生抑制や抗糖尿病、抗肥満、美白や抗シワ効果
を示す成分として知られています。 


